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　８月20日(水)、七尾で創業を目指している方々に、
専門家が経営のいろはやノウハウを伝える「七尾創業
アカデミー」（ななお創業応援カルテット主催、石川
県中小企業診断士会協力）が開講しました。36人が
参加を申し込み、全８講のカリキュラムで学びを深め
ます。
　第１講では受講生が「社長・販売部長」となり、会
社運営を模擬体験できるゲームを行いました。他の参
加者と競い合い、戦略や資金繰りなど経営の流れを学
習しました。受講生は、「はじめは難しかったが、
ゲームを通してビジネスの仕組みが理解できた」と話
し、今後に向けてたくさんのヒントを得たようでした。

講師は谷口智彦氏（中小企業診断士）が務め、「この
経験が実際の経営にも生きてくる」と述べました。

失敗しない！させない！
起業を目指す人のための「七尾創業アカデミー」始まる

　８月19日(火)、当所にて、「業務改善助成金セミ
ナー」を開催しました。講師に社会保険労務士の奥田
雅巳氏をお迎えし、賃金の引き上げと設備投資を同時
に進めることで、国から最大600万円の助成が受けら
れる制度について、具体的な活用方法を紹介しました。
　セミナーでは、助成金の仕組みだけでなく「どのよ
うな設備投資が対象となるのか」「申請の際に注意す
べき点は何か」といった実務的なポイントを説明しま
した。実際に導入したい機械が助成金の対象になるか
など、参加者から質問が寄せられました。
　人材確保や経営環境の改善は、多くの事業者にとっ
て大きな課題です。当所では、会員の皆さまが安心し

てチャレンジできるよう、今後も助成金や各種支援策
の情報提供を続けてまいります。

「業務改善助成金ミニセミナー」を開催

　８月27日(水)、当所にて七尾
創業アカデミー第２講を開催しま
した。講師には税理士の所司安輝
朗氏（所司久雄税理士事務所 副
所長）をお迎えし、創業時に必要
な税務手続き、会計・記帳の基
本、青色申告のメリットや経費計
上の考え方、資金繰りの注意点な
ど、事業を続けていくうえで欠か
せない基礎知識を学びました。

　所司氏は「記帳は単なる作業ではなく、経営判断を
支える土台」と位置づけ、その重要性を丁寧に伝えま
した。受講者からは「経費の按分の具体例をもっと知
りたい」「インボイス制度について詳しく学びたい」
といった声も寄せられ、実践につながる学びの場とな
りました。
　講義の最後には、所司氏から「創業とは自分の人生

を自分でデザインすること。不安があっても、今日こ
こで学んだことはすでに大きな一歩です」と温かい
エールが送られ、参加者の表情には前向きな決意がう
かがえました。
　次回、第３講では「労務」をテーマに学びます。当
所では引き続き、受講者の皆さまの挑戦をしっかりと
サポートしてまいります。

七尾創業アカデミー第２講を開催
～記帳の重要性と節税の基本を学ぶ～

七尾商工会議所『景況・業況動向調査結果報告』
（令和７年第１四半期：４月～６月）

DI（ディフュージョン・インデックスとは『増加・上昇・好転』の割合
（％）から『減少・低下・悪化』の割合（％）を差し引いた指数です。

当所では、市内136事業所から回答を得て景況調査を実施しました。概要は次のとおりです。

実 施 期 間：令和７年７月10日～７月28日

有効回答数：136件（オンライン63件、書面73件）

回 答 形 式：選択回答（複数回答可）および自由回答

◀景況・業況動向調査
　結果報告レポート
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◆景況感の動向
　全体の景況感は前期よりやや悪化。売上・採算性は
厳しい状況が続いています。震災復旧需要が一部を支
える一方、資材や経費の高騰、観光・人口減少が重荷
となっています。

◆業種別の特徴
建　設　業：資材価格の高止まりに苦しむが、価格転
　　　　　　嫁により採算を確保。
製　造　業：売上回復の兆しはあるが、コスト増で利
　　　　　　益は低水準。
小売・サービス業：需要減と価格転嫁の難しさで厳しい状況。
卸　売　業：今期は好調だが、来期は急速な落ち込み
　　　　　　が懸念される。

◆経営課題
　仕入・経費の上昇、人手不足、需要低迷と価格転嫁
の難しさ、事業承継への不安など

◆今後のポイント
　復旧から再建・転換への移行期にあり、資金・人
材・経営ノウハウの支援が不可欠です。商工会議所は
伴走型支援や後継者育成、情報発信を通じて、七尾の
復興を牽引してまいります。

　なお、今回の調査では、多くの事業者の皆さまから
「現状の厳しさ」と同時に「地域と共に前へ進みた
い」という声も寄せられました。能登半島地震からの
復旧は道半ばですが、着実に再建へと歩みが進んでい
ます。当所では、皆さまの声に耳を傾け、経営支援や
情報提供を通じて、これからも地域の挑戦を力強く後
押ししてまいります。引き続き、調査や事業活動への
ご協力をお願い申し上げます。

ななお経営支援センター（N-As）
ななお創業応援カルテット

石川県よろず支援拠点能登サテライト

七尾（N）の明日（As）の経営／経営のなやみ、なんでも、お手伝い

講師：所司安輝朗 氏
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　８月25日(月)、当所青年部（会長：松原圭一郎）
は、８月定例会（提言委員会担当）として、株式会社
シークルーズ代表取締役・瀬崎公介氏を講師に迎え
「復興ビジネス最前線－成功事例から読み解く地域再
生のヒント－」と題した講演会が行われました。冒頭、
松原会長は「所属しているからこそ得られる学びがあ
る。本日の講演もYEGに所属する価値を示すもの」
と挨拶し、メンバーに有意義な時間となるよう呼びか
けました。
　瀬崎氏は熊本地震や豪雨災害を経験した経営者とし
て、公共交通や観光を基盤に地域を再生させてきた取
り組みを紹介しました。被災直後の迅速な事業再建、
民間投資による地域活性化の仕組み、そして「補助金
頼みではなく自らの行動が未来を拓く」という姿勢を

力強く語りました。
　会場では、困難を乗り越えて挑戦を続ける姿勢に強
い共感が寄せられ、参加者は自らの経営や地域活動に
生かせる数々のヒントを得る機会となりました。

　８月５日(火)、第２回女性会deワークショップ
「片付けから始める『心と暮らし』整え方」を開催し、
会員10名が参加しました。
　今回は、整理収納アドバイザーの春成志子氏を講師
にお迎えし、片付けや整理整頓の大切さについてご講
話いただきました。講義では、片付けが心の安定や暮
らしの質の向上につながることを、具体的な事例を交
えてわかりやすくご紹介いただきました。途中には、
参加者とともに実際に断捨離を体験するワークショッ
プ形式の時間も設けられ、実践的な学びを深めること
ができました。
　参加者からは、「収納について大変勉強になりまし

た」「道のりは長いかもしれませんが、一歩ずつ進め
ていきたいと思います」など、前向きな感想が寄せら
れました。今後も、暮らしに役立つ学びの場として、
女性会ならではの温かみあるワークショップを企画し
てまいります。

８月定例会  復興ビジネス最前線

第２回　女性会deワークショップ開催

2025年全国あんざんコンクール七尾大会
　そろばんの振興と技術の向上をはかるため、日本珠
算連盟・七尾珠算連盟では７月６日(日)、｢全国あん
ざんコンクール｣が開催されました。
　県内４会場で250名、七尾会場では小・中・高校生
14名が参加して、日頃の練習の成果を競い合いまし
た。県内10位まで入賞者は11名と好成績を収めまし
た。入賞者は次の皆さんです。

◎小学校２年生以下の部
第１位　戸代原　悠之介（山王・県３位）

◎小学校４年生の部
第１位　青木　つばさ（天神山・県１位）
第２位　堀　　雄大　（山王・県８位）
第３位　堀　　峻大　（山王・県９位）

◎小学校５年生の部
第１位　戸代原　瑛太（山王・県３位）

◎小学校６年生の部
第１位　堀　　凌大　（山王・県６位）

◎中学校１年生の部
第１位　青木　未来　（七尾・県２位）
第２位　堀川　颯真　（七尾・県９位）

◎中学校２年生の部
第１位　萩　　文哉　（中能登・県１位)
第10位　大山　莉央　（中能登・県10位）

◎高校生の部
第１位　大山　彩月　（田鶴浜・県５位）

　先日、セロトニン研究の第一人者として知られる医学博
士、有田秀穂氏の話を聴く機会がありました。セロトニン
は、脳内で働く神経伝達物質の一つで、「幸せホルモン」
とも呼ばれます。精神を安定させる働きがあり、不足する
とイライラしたり、不安感が増したりするそうです。スト
レスの多い生活を送る現代人は、このセロトニンの働きを
うまく利用して心身の状態を良く保つことが重要だと有田
氏は言います。
　セロトニンは、脳の中心部に位置する脳幹にあるセロト
ニン神経を刺激することで、分泌を促すことができるそう
です。このセロトニン神経の近くに、歩行やそしゃく、呼
吸をつかさどる中枢があることから、歩行運動や食べ物を
かむこと、意識的な呼吸によってセロトニン神経を刺激す
ることが有効とのことでした。太陽の光に当たることも良
いそうです。
　いずれも、われわれが日常的に行っていることですが、
例えば歩行に関して、通勤・通学で歩くといった刺激が多
い環境ではセロトニンを増やす効果が減り、公園や遊歩道
のウォーキングのように、歩くことに集中できる環境の方
が良いそうです。
　呼吸については、ヨガや座禅の時に用いられるような
ゆっくり大きく吐いて吸うことを繰り返すのが有効だとし
ていました。
　かむことについては、「野球のメジャーリーグ中継で選
手がガムやヒマワリの種を試合中にかんでいるのは、プ
レッシャーやストレスを減らすのに効果的だと経験上知っ

ているから」だと推測しています。
　日本では、人前でものをかむことは失礼に当たる、行儀
が悪いと考えられています。また、食品も昔に比べてやわ
らかいものが増え、スルメのようなかみ応えのあるものを
取る機会が少なくなっているため、「かむこと」が軽視さ
れているのではないかと指摘していました。
　スルメに限らず、かみ応えのある食べ物は、全国各地に
いろいろあります。例えば北海道の鮭とばやコマイ、東北
地方の貝ひも、明石などの干しタコはよく知られていま
す。また漬物や干し芋などの野菜にも、かみ応えのある伝
統食はいろいろあります。
　こうした分野の商品はこれまで、主に独特の味わいと風
情を持つ酒のつまみとして販売されていましたが、科学的
な視点で見直せば、新たな価値が生じてこれまでとは違っ
たビジネスチャンスが生まれるかもしれません。
　また「行儀が悪い」といったことに関しては、時代に
よって変わる可能性があります。例えば「食べ歩き」は、
昔の価値観では行儀が悪いとされていた時代もありまし
た。しかし、今ではすっかり市民権を得て定着した飲食ス
タイルとなり、観光地のグルメ開発では必須のジャンルに
なっています。こうした知見や時代の変化を踏まえると、
ガムやグミといったお菓子以外にも、「かむこと」の機能
性や健康への効果に注目した商品の市場が新しくつくれる
可能性があるのではないかと注目しています。

 16㈫ 東京商工会議所トラベルツーリズム委員会との意見交換会
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  日本公庫融資個別相談会
 25㈭ 会計ソフトの使い方セミナー
 26㈮ 石川県よろず支援拠点 中嶋氏セミナー「売上・利益につながる商品陳列方法」
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【プロフィール】◇渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
　合同会社ヒナニモ代表。1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。同年日本経済新聞社入社。IT分野、経営分野、コン
シューマ分野の専門誌の編集を担当。その後、日経BP 総合研究所 上席研究員を経て、2025年４月から現職。全国の自治体・商工
会議所などで地域活性化や名産品開発のコンサルティング、講演を実施。消費者起点をテーマにヒット商品育成を支援している。著
書に『地方発ヒットを生む　逆算発想のものづくり』（日経BP社）。

地域経済アナリスト／コンサルタント　渡辺　和博

「『かむこと』の深掘りで
　　新たなビジネスチャンスの可能性」

講演会を行う瀬崎 公介氏（株式会社シークルーズ代表取締役）

県内10位以内受賞者の皆さん
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「会議所だより」に広告を載せてみませんか？
貴社の商品やサービスのPRにご利用ください。

「会議所だより」は七尾商工会
議所の会員事業所を始め、市内
主要施設、他都市商工会議所に
毎月約2000部発行しています。
七尾市を中心に貴社の商品や
サービスについて幅広く周知し
たいとお考えの会員の皆様にお
すすめします。
※発行日は毎月10日前後です。

【お申込・お問合せ】
七尾商工会議所
TEL 0767-54-8888   FAX 0767-54-8811

第171回日商簿記検定試験のご案内

試験日：令和７年11月16日（日）
場　所：七尾商工会議所
受講料：１級　8,800円
　　　　２級　5,500円
　　　　３級　3,300円

［窓口申込期間］
令和７年９月29日（月）～令和７年10月17日（金）

［ネット申込期間］
令和７年９月29日（月）～令和７年10月19日（日）

〈お問合せ〉七尾商工会議所　TEL:0767-54-8888

広告掲載料金（税込）

チラシ折込料金（税込）

1ページ　99,000円
1/2ページ　49,500円
1/4ページ　33,000円

A4サイズ　33,000円
A3サイズ　66,000円

「会員の広場」にて会社をPRしてみませんか？
会員の皆様をご紹介する「会員の広場」を始めました。
商品やサービス、会社PRなど自由にお使いいただけますので、
ぜひご活用ください。

お申し込みは
Webから→

掲載
無料！

観光・料飲業部会

たい焼き　タイラー
地域に根ざした良心価格！
子どもから大人まで楽しめるたい焼き屋さん

　「たい焼き タイラー」は、地元の方々が気軽に立
ち寄れる場所を目指して2025年にオープンしまし
た。たい焼きは一つひとつを丁寧に焼き上げ、外は香
ばしく中はふんわりとした素朴な味わいが魅力。夏季
限定のかき氷は、学生や家族連れに親しまれ、暑い季
節の楽しみとして人気を集めています。価格や内容に
も工夫を凝らし、中高生でも気軽に購入できるよう配
慮されており、地域に根ざした“市民の店”として支
持を広げています。
　店主は地元出身で、震災で失われた風景を前に、
「悲しい気持ちのままではなく、地域に明るい雰囲気
を取り戻したい」との思いで店を立ち上げました。店

【住　　所】　石川県七尾市南藤橋町子36-１
【定 休 日】　木曜日
【営業時間】　平日 11:00～18:30 ／ 土日祝 10:00～17:00
【 ＴＥＬ 】　070-8583-1355

舗は開放的で、窓を開ければすぐに商品を手に取れる
オープンスタイルは、多くの人にとって入りやすい雰
囲気を演出しています。
　「たい焼き タイラー」は、長く市民に寄り添い、
学生からお年寄りまで幅広い世代が日常的に立ち寄れ
る場所を目指しています。店主は「細く長くでもいい
から、地元の人と共に歩み続けたい」と語っており、
訪れる人々との温かなつながりを大切にしています。
七尾の新しい憩いの場として、ぜひ一度足を運んでみ
てください。

インスタグラム

カスタード あんこ


